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第１ 教育委員会の事務の点検・評価制度 

 

 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正により、平成20年度から、全ての教

育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行

い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに、公表しなければならない

こととされました。また、点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する

者の知見の活用を図ることも規定されています。 

 本町教育委員会では、この法律に基づき、教育委員会の事務の点検・評価を行い、教育行

政サービスの質の向上と効率化を進めてまいります。 

 

 

(参考) 地方教育行政の組織及び運営に関する法律 (抜粋) 

 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第二十六条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定により教育長に委任された

事務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項の規定により事務局職員等に委任された事務を含

む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成

し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の知見の活 

用を図るものとする。
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第２ 教育委員会会議及び教育委員の活動 

 

１ 令和４年度の教育委員会会議開催実績 

年月日 議案・報告等 題  目 

R04.04.01 ――― 教育長職務代理者の指名について 

R04.04.26 

報告第１号 代理行為の承認について「学校医等の委嘱について」 

報告第２号 代理行為の承認について「府中町教育支援委員会委員の任免について」 

報告第３号 代理行為の承認について「府中町社会教育委員の任命について」 

報告第４号 代理行為の承認について「府中町公民館運営審議会委員の任命について」 

報告第５号 代理行為の承認について「府中町スポーツ推進員の委嘱について」 

R04.05.24 

報告第６号 
代理行為の承認について「府中町学校運営協議会委員の委嘱及び任命に

ついて」 

報告第７号 
代理行為の承認について「府中町いじめ防止対策推進委員会委員の任命

について」 

第１号議案 
令和４年第２回府中町議会定例会に提案される教育委員会関係の議案等

に対する意見について 

R04.06.30 

報告第８号 
代理行為の承認について「史跡下岡田官衙遺跡保存活用計画検討委員会

設置要綱の制定について」 

報告第９号 代理行為の承認について「付議事件に関する意見聴取について」 

第２号議案 府中町社会教育委員の委嘱及び委嘱の解除について 

第３号議案 
令和４年度府中町立学校における学校給食費補助金交付要綱の制定につ

いて 
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年月日 議案・報告等 題  目 

R04.07.26 

第４号議案 府中町特別支援教育就学奨励費支給要綱の制定について 

第５号議案 
令和５年度に小・中学校で使用する教科用図書のうち、学校教育法附則第９

条第１項の規定による教科用図書の採択基本方針について 

R04.08.23 

第６号議案 
令和４年第３回府中町議会定例会に提案される教育委員会関係の議案等

に対する意見について 

第７号議案 令和３年度教育委員会事務点検・評価報告書について 

第８号議案 府中町教育支援委員会の委員の任命及び顧問の委嘱について 

第９号議案 令和５年度に特別支援学級で使用する教科用図書の採択について 

第１０号議案 史跡下岡田官衙遺跡保存活用計画検討委員の委嘱について 

R04.09.27 

報告第１０号 代理行為の承認について「付議事件に関する意見聴取について」 

報告第１１号 代理行為の承認について「付議事件に関する意見聴取について」 

R04.10.25 報告第１２号 
専決処分の報告について「教育委員会の任免に係る職員のうち係長以下

の職員の任免その他の人事に関することについて」 

R04.11.22 第１１号議案 
令和４年第５回府中町議会定例会に提案される教育委員会関係の議案等

に対する意見について 

R04.12.27 

報告第１３号 代理行為の承認について「付議事件に関する意見聴取について」 

第１２号議案 
府中町立学校の教育職員の業務量の適切な管理等に関する規則の制定に

ついて 

第１３号議案 
府中町立学校の教育職員の在校等時間の上限等に関する方針の策定につ

いて 

R05.01.24 報告第１４号 
代理行為の承認について「府中町いじめ問題等調査委員会設置規則の制

定について」 
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年月日 議案・報告等 題  目 

R05.02.28 

報告第１５号 

代理行為の承認について「県費負担教職員（校長、教頭、総括事務長及

び事務長）の任免その他の人事に関して県教育委員会へ内申を行うこと

について」 

報告第１６号 

代理行為の承認について「県費負担教職員（校長、教頭、総括事務長及

び事務長）の任免その他の人事に関して県教育委員会へ内申を行うこと

について」 

第１４号議案 
府中町長の権限に属する事務の一部を府中町教育委員会の事務を補助す

る職員に補助執行させることについて 

R05.03.15 

報告第１７号 

代理行為の承認について「県費負担教職員（校長、教頭、総括事務長及

び事務長）の任免その他の人事に関して県教育委員会へ内申を行うこと

について」 

報告第１８号 

専決処分の報告について「県費負担教職員（校長、教頭、総括事務長及

び事務長を除く教職員）の任免その他の人事に関して県教育委員会へ内

申を行うことについて」 

R05.03.22 

報告第１９号 代理行為の承認について「付議事件に関する意見聴取について」 

第１５号議案 府中町立学校職員衛生管理要綱の一部改正について 

第１６号議案 府中町子どもの読書活動推進計画（第三次）の策定について 

第１７号議案 
教育委員会及び教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の職員

の任免その他の人事について 

第１８号議案 府中町情報公開・個人情報保護審査会委員の任命の同意について 
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２ 令和４年度の教育委員活動実績 

 

年月日 場  所 内  容 

R04.04.07 
府中町立小学校（5校） 

府中町立中学校（2校） 
入学式 

R04.04.下旬 
府中町立小学校（5校） 

府中町立中学校（2校） 
授業参観 

R04.07.28 （オンライン） 令和４年度市町村教育長・教育委員研究協議会（第１回） 

R04.09.08 （オンライン） 令和4年度市町村教育長・教育委員研究協議会（第２回） 

R04.秋 

分散実施 

府中町立小学校（5校） 

府中町立中学校（2校） 
授業参観 

R04.10.31 大崎上島町 広島県女性教育委員グループ第２回研修会 

R04.10.31 
～ 

R04.11.01 

出島メッセ長崎 

（長崎市） 
市町村教育委員会研究協議会（第２ブロック） 

R05.02.03 広島ガーデンパレス 広島県市町教育委員会教育委員研修会 

R05.03.04 

R05.03.08 

府中町立府中中学校 

府中町立府中緑ヶ丘中学校 
卒業式 

R05.03.17 府中町立小学校（5校） 卒業式 
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第３ 評価の方法 

 

１ 施策の目標 

   「施策の目標」には何のために当該施策を行うのか、どのように行うのかを記入して

います。 

 

２ 取組と成果 

   ねらいや目標達成のためにどのような取組を行ったか、その結果どのような成果があ

ったかを記入しています。 

 

３ 自己評価 

（１）必要性 

    現在の町民ニーズや社会経済情勢に照らして、事業の必要性があるかどうか、状況

の変化に対応しているかどうかを評価します。 

（２）有効性 

    教育施策や運営方針にどの程度寄与しているかを評価します。 

（３）目標達成度 

    目標の達成状況を評価します。併せて、目標の設定水準が適切かどうかも検討しま

す。 

（４）総合評価 

    各評価項目を勘案し、４段階総合評価を行います。 

Ａ  ねらいや目標は、十分達成された。 

Ｂ  ねらいや目標は、ほぼ達成された。 

Ｃ  ねらいや目標は、十分達成できなかった。 

Ｄ  ねらいや目標は、まったく達成できなかった。 

 

４ 課題と今後の方向性 

   課題や問題点を明確にし、今後の改善に向けて取組みます。 
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第４ 主要施策の評価 

 

１ 「志」の教育 信頼される学校教育の確立 

（１）志を持ち未来へ挑戦する児童生徒の育成 

（２）学校・家庭・地域が協働した児童生徒の教育の推進 

（３）児童生徒一人一人の自立を目指した就学支援の充実 

 

２ 学び合い 生きがいを育む社会教育の充実 

（１）生涯各期に応じた学習機会の充実 

（２）芸術・文化の普及・振興 

（３）スポーツの振興 

 

３ 安心・安全で質の高い教育環境の整備 

（１）安心・安全で質の高い教育環境の整備 
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１ 「志」の教育 信頼される学校教育の確立 

（１）志を持ち未来へ挑戦する児童生徒の育成 

■ア 施策の目標 

これまで育まれてきた「生きる力」や、その中で重視されてきた「知・徳・体」の育成の現代的

な意義を改めて捉え直し、夢や志を持って可能性に挑戦するために必要な力を確実に育む取組を推

進します。 

指標項目 目標値 

① ａ 広島県児童生徒学習意識等調査において、質問項目「将来の夢や 

  目標はかなうと思う。」に対し肯定的な回答をする児童生徒の割合 

小学校 83.5％ 

② 中学校 72.0％ 

③ 
ｂ 全国学力・学習状況調査の教科に関する調査 

  の結果                                  

小学校 

広島県平均より＋５点 

国 語 72 点 

算 数 69 点 

④ 
中学校 

広島県平均より＋３点 

国 語 72 点 

数 学 53 点 

⑤ 
ｃ 全国学力・学習状況調査の正答率 30%未満の児童生徒の割合 

小学校 3.0％以下 

⑥ 中学校 6.0％以下 

【評価基準】 

Ａ：指標項目６項目のうち、すべての項目が、目標値を達成している。 

Ｂ：指標項目６項目のうち、目標値を達成した項目が、４項目以上である。 

Ｃ：指標項目６項目のうち、目標値を達成した項目が、２項目以上である。 

Ｄ：指標項目６項目のうち、目標値を達成した項目が、１項目以下である。 

■イ 取組と成果 

（ア）取組 

 キャリア・スタート・ウィーク担当者会を年３回、児童生徒会議（リーダー研修会）を年 1回実

施しました。 

 学力向上に係る協議会を年３回実施しました。また、町教委の指導主事が各学校の校内研修に年

10 回参加し、指導・助言しました。 

 一人１台端末の環境を生かした授業改善をめざすための取組計画（３か年の２年目）を踏まえ、

情報教育担当者会を年４回実施しました。 

 幼保小担当者会を年１回実施しました。また、幼保小の教職員が互いの授業、保育を参観する場

も設定しました。 

 読書活動の意欲を高めるために、ポップコンテストを実施するとともに、文部科学省「読書活動

推進事業」の取組を各学校に周知しました。 

（イ）成果 

ａ 令和４年度広島県児童生徒学習意識等調査結果  

指標項目 Ｒ３実績 Ｒ４実績 目標値比較 対前年増減 県平均 

① 将来の夢や目標は

かなうと思う。 

小学校 80.5％ 82.0％ △1.5 ＋1.5 79.2％ 

② 中学校 67.3％ 72.1％ ＋0.1 ＋4.8 65.5％ 
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ｂ 令和４年度全国学力・学習状況調査結果 

ｃ 令和４年度全国学力・学習状況調査の正答率 30％未満の児童生徒の割合 

指標項目 Ｒ３実績 Ｒ４実績 目標値比較 対前年増減 県平均 

⑤  小学校 4.1％ ７％ △4.0 △2.9 8.8％ 

⑥  中学校 7.3％ 19.8％ △13.8 △12.5 20.7％ 

■ウ 自己評価 

総合評価 Ｄ 

理  由 

指標６項目のうち、すべて県平均以上（⑤⑥は逆転項目）でしたが、②以外は目

標値を達成できませんでした。 

 

 キャリア・スタート・ウィーク担当者会を中心に取組を進め、３年ぶりのキャ

リア・スタート・ウィークを円滑に実施することができましたが、系統的なキ

ャリア教育には課題が見られました。 

 新型コロナウイルス感染症の対策を講じながら、オンラインを活用した児童生

徒会議（リーダー研修会）を開催することができました。今後はアフターコロ

ナに向けてより効果的な会議の内容等について検討が必要です。 

 学力向上に係る協議会、情報教育担当者会を実施するなど、学力向上に向けた

取組を進めましたが、各学校の具体的な取組につなげるための工夫が必要で

す。 

 幼保小の教職員が互いの授業、保育を参観できる場を設定しましたが、低学年

段階からの基礎・基本の学力の定着を図るために、幼保小の連携をさらに充実

させる必要があります。 

■エ 課題と今後の方向性 

 各学校の系統的なキャリア教育をより充実させていくために、キャリア・スタート・ウィーク担

当者会において熟議の場を設定します。 

 児童生徒の活動がより主体的なものになるよう、児童生徒会議（リーダー研修会）の回数や内容、

実施方法等を検討します。 

 学力向上に係る協議会において、熟議の場を設定します。また、一人１台端末の環境を生かした

授業改善をめざすための３年間の成果と課題をまとめるとともに、各学校の取組に活かすよう指

導助言します。 

 幼保小の連携をより充実させるために、小学校長と園所長が意見交流できる場を設定します。 

  

指標項目 Ｒ３実績 Ｒ４実績 目標値比較 対前年増減 県平均 

③   小学校 
国語 ７１点 ７１点 △１ ±０ ６７点 

算数 ７６点 ６８点 △１ △８ 64 点 

④  中学校 
国語 ６８点 72 点 ±０ ＋４ 69 点 

数学 ５８点 50 点 △３ △８ 50 点 
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（２）学校・家庭・地域が協働した児童生徒の教育の推進 

■ア 施策の目標 

開かれた学校・信頼される学校を目指して、学校・家庭・地域が協働して教育する仕組みづくり

を推進し、学校・家庭・地域が目標を共有し、一体となって児童生徒の教育の推進を図ります。 

指標項目 目標値 

① 「学校の教育を信頼（満足）している」と答える保護者の割合 ９３．３％ 

② 
「子どもと向き合う時間が確保されている」と感じる教員の割合 

小学校 ８９．４％ 

③ 中学校 ８９．４％ 

【評価基準】 

Ａ：指標項目すべてが、目標値を達成している。 

Ｂ：指標項目のうち、２項目が目標値を達成している。 

Ｃ：指標項目のうち、１項目が目標値を達成している。 

Ｄ：指標項目のすべての項目が、目標値を達成していない。 

■イ 取組と成果 

（ア）取組 

 コミュニティ・スクールが活性化するよう、コミュニティ・スクールの取組の成果を紹介する場

を設定しました。 

 学校給食費の公会計化に向けた条例を制定するとともに、次年度からの実施に向けてシステムを

構築しました。 

 授業確保の非常勤講師、特別支援教育アドバイザー、青少年教育相談員等の多様な職員を引き続

き配置しました。 

 「府中町立学校の教育職員の業務量の適切な管理等に関する規則」及び「府中町立学校の教育職

員の在校等時間の上限に関する方針」を策定しました。 

 教頭（業務改善推進担当者）会を年３回実施しました。 

（イ）成果 

指標項目 Ｒ３実績 Ｒ４実績 目標値比較 対前年増減 

①  学校の教育を信頼（満足）している。 92.1％ 92.7％ △0.6 ＋0.6 

 

指標項目 Ｒ３実績 Ｒ４実績 目標値比較 対前年増減 

②  子どもと向き合う時間が確保

されている。 

小学校 90.4％ 87.2％ △2.2 △3.2 

③ 中学校 90.3％ 75.0％ △14.4 △15.3 

■ウ 自己評価 

総合評価 Ｄ 

理  由 

指標３項目のうち、①は前年度より向上しましたが、①②③ともに目標値を達成で

きませんでした。 

 

 府中小学校が、コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の学校を核とした読書

活動の推進の取組が認められ、文部科学大臣表彰を受賞しました。今後、コミュニ

ティ・スクールがより活性化できるような取組の検討が必要です。 

 規則及び方針を踏まえ、各学校における時間外在校等時間の縮減など、業務改善に

向けた取組を継続する必要があります。 
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■エ 課題と今後の方向性 

 コミュニティ・スクールと地域学校協働活動との協働を推進するため、町教委主催の研修会を開

催するとともに、町教委の指導主事及び各学校の委員が当該研修会及び県主催の研修会等に参加

できるよう体制を整えます。 

 学校給食の公会計化、部活動指導員の配置など、業務改善に向けた取組を一層進め、各学校にお

ける時間外在校等時間の縮減を図ります。 

 「子供と向き合う時間」について、教職員の意識統一が図られるよう、教頭会において熟議の場

を設定します。 

  



 - 12 - 

（３）児童生徒一人一人の自立を目指した就学支援の充実 

■ア 施策の目標 

教育の機会均等を実現するため、児童生徒一人一人の自立を目指した就学支援の充実を図り、児

童生徒一人一人に応じた支援による生きる力の育成を図ります。 

指標項目 目標値 

① 
広島県児童生徒学習意識等調査において、質問項目「授業がよくわかる。」に

対し肯定的な回答をする児童生徒の割合（小学校） 
86.4％ 

② 
広島県児童生徒学習意識等調査において、質問項目「授業がよくわかる。」に

対し肯定的な回答をする児童生徒の割合（中学校） 
76.4％ 

【評価基準】 
Ａ：指標項目２項目ともに、目標値を達成している。 
Ｂ：指標項目のうち、１項目は目標値を達成している。 
Ｃ：指標項目のうち、２項目とも目標値を未達成であるが、１項目は県平均以上である。 
Ｄ：指標項目の２項目とも未達成であり、県平均未満である。 

■イ 取組と成果 

（ア）取組 

 特別支援教育に係る研修会を年２回実施しました。また、特別支援教育アドバイザーによる各学

校への巡回指導を年５～６回実施しました。 

 県費に加え、引き続き町費のスクールカウンセラーを各中学校区に配置しました。 

 教育支援員を 33 人、青少年教育相談員を３人配置しました。 

（イ）成果 
令和４年度広島県児童生徒学習意識等調査結果（科目別等の数値を平均して算出） 

指標項目 Ｒ３実績 Ｒ４実績 目標値比較 対前年増減 県平均 

① 
授業がよくわかる 

小学校 83.2％ 85.3％ △1.1 ＋2.1 83.7％ 

② 中学校 80.2％ 73.5％ △2.9 △6.7 76.6％ 

■ウ 自己評価 

総合評価 Ｃ 

理  由 

指標２項目のうち、①は県平均以上でしたが、①②ともに目標値を達成できません

でした。 

 各学校においてユニバーサル・デザインの考え方を生かした授業改善は進んできて

います。一方、特別支援学級に在籍する児童生徒数はこの５年間で約 1.8 倍に増加

するとともに、不登校児童生徒数は小学校で４年連続、中学校で２年連続増加する

など、これまで以上に個に応じた支援の充実を図る必要があります。 

■エ 課題と今後の方向性 

 特別支援教育に係る全教職員の意識の向上を図るために、府中町教職員研究大会において、ユニ

バーサル・デザインの考え方を生かした授業改善に係る内容を取り入れます。 

 教職員の特別支援教育に係る資質能力の向上を図るために、特別支援アドバイザーの各学校への

巡回指導の拡充を図ります。 

 各学校の特別支援教育体制を充実させるため、各校の実態に基づいて教育支援員を配置します。 

 きめ細かな教育支援のためにスクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーと計画的な

連携を行い、効果的な活用につなげます。 

 不登校児童生徒への個に応じた支援を充実させるため、相談体制・学習支援体制の拡充を図りま

す。 
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２ 学び合い 生きがいを育む社会教育の充実 

（１）生涯各期に応じた学習機会の充実 

■ア 施策の目標 

生涯各期に応じた学習機会の充実を図るとともに、学習活動で得た成果をボランティア活動や地

域の指導者として生かす仕組みづくりを目指します。 

指標項目 目標値 

生涯学習活動数（公民館❖＋図書館❖） 

 

１，４００件 

【評価基準】 

Ａ：指標項目の目標値を達成している。  

Ｂ：指標項目の目標値に対し、達成率が 97.5％以上 100％未満である。 

Ｃ：指標項目の目標値に対し、達成率が 95％以上 97.5％未満である。 

Ｄ：指標項目の目標値に対し、達成率が 95％未満である。 

■イ 取組と成果 

（ア）取組 

 令和４年４月に府中公民館が、リニューアルオープンしました。 

 公民館活動事業・・・公民館における主催講座［生涯各期（青少年・成人・高齢者）を対象とし 

た講座、子育て支援、家庭教育支援講座、ボランティア活動支援など］及

び地域還元事業などを実施しました。 

 図書館活動事業・・・読み聞かせ、図書館利用案内講座などを実施しました。 

府中町子どもの読書活動推進計画（第三次）を策定しました。 

 家庭教育の支援・・・「親の力」をまなびあう学習プログラム講座等を実施しました。 

（イ）成果 

・公民館活動事業 
生涯学習活動数（公民館） 

指標項目 Ｒ３実績 Ｒ４実績 対前年増減 

公民館❖ 763 件 1,075 件 312 件 

公民館活動グループの地域還元事業「学習ボランティア（府中公民館）」「１グループ１ボランティア（南公民館）」の実施 

 Ｒ３実績 Ｒ４実績 対前年増減 

公民館 49 人（3回） 502 人（38回） 453 人(35 回) 

 

・図書館活動事業 
生涯学習活動数（図書館） 

指標項目 Ｒ３実績 Ｒ４実績 対前年増減 

図書館❖ 57 件 130 件 73 件 

図書館利用データ 

 Ｒ３実績 Ｒ４実績 対前年増減 

入館者数 116,541 人 168,511 人 51,970 人 

年間貸出冊数 209,545 冊 287,851 冊 78,306 冊 

利用登録者数 33,635 人 34,733 人 1,098 人 

蔵書冊数（雑誌除く） 106,814 冊 107,674 冊 860 冊 

図書購入冊数（雑誌除く） 2,368 冊 3,375 冊 1,007 冊 

  

・家庭教育の支援 
「親の力」をまなびあう学習プログラム講座等の実施  

 Ｒ３実績 Ｒ４実績 対前年増減 

受講者数 846 人（51回） 1,400 人（97 回） 554 人（46回） 
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■ウ 自己評価 

総合評価 Ｄ 

理  由 

指標については達成できませんでした。 
 
公民館活動、図書館活動ともに、令和３年度は新型コロナウイルス感染症の影響

を受け、各種事業を中止しましたが、令和４年度は新型コロナウイルス感染症の対
策を講じながら事業を実施することができました。このことから、活動数は前年度
と比較し、大幅に増加することができましたが、目標を達成するためには、今後、
利用者ニーズに応じた講座の実施が必要です。 

■エ 課題と今後の方向性 

 公民館では、生涯各期に応じた学習講座に関してニーズを把握し、利用者が求める講座を実施し

ていきます。また、公民館活動者の学びの成果を地域へ還元するため、今後もボランティアの更

なる発掘・育成に努めます。このため、広島県立生涯学習センターと連携し、職員を対象とした

「ボランティア発掘・育成」に関する研修を行います。 

併せて、新型コロナウイルス感染症の影響により、公民館の場を使った集合型講座の活動がで

きない時期もあったことから、ICT 機器を使った講座の実施について調査・研究を行っていきま

す。 

 図書館では、利用者からの予約・リクエスト等からニーズを把握したうえで、蔵書計画に反映さ

せ、入館者数・年間貸出冊数の向上に努めます。また、おはなし会の開催協力している読み聞か

せボランティアの活動支援を行うため、図書館を中心に学校や地域での活動の場を提供し、かつ、

活動者の交流会を開催することにより、ボランティア活動の活性化を図ります。 

 家庭教育の支援としては、「親の力」をまなびあう学習プログラム講座実施を行い、町内の家庭教

育の推進を行うとともに、登録ファシリテーターの育成を進めていきます。 
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（２）芸術・文化の普及・振興 

■ア 施策の目標 

芸術・文化活動を推進するとともに、文化財の保存と活用を図り、体験や学習による普及・啓発

を行います。 

指標項目 目標値 

① 

  

 

 

芸術文化イベント活動者数及び参加者数（活動者数❖＋参加者数❖） 

 

４８６人 

② 

 

府中公民館・歴史民俗資料館利用者数❖ ９１，５７７人 

【評価基準】 

Ａ：指標項目２項目ともに、目標値を達成している。  

Ｂ：指標項目２項目ともに、達成率が９７．５％以上である。 

Ｃ：指標項目１項目ともに、達成率が９７．５％以上で、もう１つの項目の達成率が９７．５％未満である。 

Ｄ：指標項目２項目ともに、目標値達成率が９７．５％未満である。 

■イ 取組と成果 

（ア）取組 

 令和４年４月に歴史民俗資料館が、リニューアルオープンしました。 

 芸術・文化活動の発表の場の提供 

あきふちゅう文化協会主催 第 40回芸術祭の開催（芸能発表） 

開催日：令和５年３月１９日（日） 

場 所：安芸府中生涯学習センターくすのきプラザ認定こども園つばめホール 

来場者：２７４人 

第 38回合同作品展の開催（文芸・美術等作品展） 

開催日：令和５年３月１４日（火）から１９日（日）まで 

場 所：安芸府中生涯学習センターくすのきプラザギャラリースペース 

来場者：延べ６３２人 

 イベント・講演会等の開催  

第 43 回府中セミナーの開催 

講演タイトル：「ぼけますから、よろしくお願いします。～おかえり お母さん～」 

開催日：令和４年１０月３０日（日） 

場 所：府中公民館大ホール 

来場者：１９２人 

講 師：信友 直子 氏 

第 21 期村山聖杯将棋怪童戦の開催 

開催日：令和４年８月２１日（日） 

場 所：安芸府中生涯学習センターくすのきプラザ認定こども園つばめホール 

参加者：１３４人 

 府中町の歴史・文化財の普及・啓発  

ふるさと再発見講座の開催（５回開催） 

開催日：令和４年９月 30日（金）、10 月７日（金）、14日（金）、21 日（金）、28日（金） 

場 所：くすのきプラザ研修室、府中公民館集会室 

参加者：延べ８５人 

下岡田官衙遺跡国史跡指定記念シンポジウムの開催 

開催日：令和４年８月２７日（土） 

場 所：府中公民館大ホール 

来場者：１１７人 

内 容：下岡田遺跡の概要と史跡指定までの経緯、古代の高速道路と駅家、専門家のトーク 

講 師：渡邊昭人氏（県埋蔵文化財調査室長）、近江俊秀氏（文化庁主任文化財調査官）、妹

尾周三氏、横田禎昭氏、松下正司氏、西別府元日氏、安間拓巳氏      

ふちゅう大好きキッズ育成プロジェクト歴史部門の開催（５回開催） 
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開催日：令和４年７月 23日（土）、８月６日（土）、20 日（土）、27 日（土）、９月３日（土） 

場 所：歴史民俗資料館、府中公民館集会室、くすのきプラザ認定こども園つばめホール 

参加者：延べ２２人 

内 容：下岡田官衙遺跡の建物の大きさ体験！ 

（イ）成果 

 芸術・文化活動の発表の場の提供 

指標項目 Ｒ３実績 Ｒ４実績 対前年増減 

 

① 

   

あきふちゅう文化協会会員数 活動者数❖ 276 人 280 人 4 人 

ふるさと再発見講座の開催（５回） 参加者数❖ 73 人 85 人 12 人 

 府中公民館・歴史民俗資料館利用者数 

指標項目 Ｒ３実績 Ｒ４実績 対前年増減 

② 府中公民館・歴史民俗資料館利用者数❖ － 94,681 人 － 

■ウ 自己評価 

総合評価 Ｃ 

理  由 

指標２項目のうち、①は達成率９７．５％未満でしたが、②は達成できました。 

 

 文化芸術イベント活動者数及び参加者数 
あきふちゅう文化協会の活動者数については、令和３年度と比較をすると若干増
加となりましたが、加入者の増加を進める取組が必要です。 

 府中公民館・歴史民俗資料館利用者数 
引き続き来館者数の増加を目指すため、公民館では利用者が求める講座を実施し、
歴史民俗資料館では、館内ギャラリーにおいて企画展や各種団体の展示等を開催
します。 

■エ 課題と今後の方向性 

 芸術文化イベント活動者数及び参加者数 

あきふちゅう文化協会の活動者数は、令和４年度は微増となっていますが、加入団体数は減少

し、活動者の高齢化などから活動を継続させることが難しくなっている団体があります。芸術・

文化活動を継続・拡大し、高い文化レベルを追及するためには、あきふちゅう文化協会への新た

な団体の加盟や既存の加盟団体への新規会員募集など広報活動を行い、あきふちゅう文化協会の

加入者の増加を進めます。 

ふるさと再発見講座の参加者数については、全体で１シリーズ５回の実施にとどまっているた

め、文化財保護審議会委員に協力を要請し、２シリーズの開催を目指します。 

 府中公民館・歴史民俗資料館利用者数 

令和４年４月にリニューアルオープンした歴史民俗資料館は、引き続き来館者数の増加を目指

し、歴史民俗資料館への町内小中学校以外の町外の学校への見学等の案内を行います。館内ギャ

ラリーにおいて企画展や各種団体の展示等を開催します。 

併せて、町内初の国史跡下岡田官衙遺跡の普及啓発のために、町内外の多くの人を対象にした

専門家を招いた講演会等を開催し、本史跡について理解を深めることができる事業を行います。 

また、府中公民館においても、利用者が増加するよう生涯各期に応じた学習講座に関してニー

ズの把握を行い、利用者が求める講座を実施し、利用者の増加を進めていきます。 
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（３）スポーツの振興 

■ア 施策の目標 

住民の誰もがスポーツを身近に楽しみ、スポーツの力によって心身の健康と豊かさを実現するた

め、スポーツを通じた地域力の向上とスポーツ参画人口の拡大に取組み、また、競技力の向上を推

進します。 

指標項目 目標値 

社会体育施設等の年間利用者数（以下「施設等利用者数」という。） 399,325 人 

【評価基準】 

Ａ：指標項目の目標値を達成している。  

Ｂ：指標項目の目標値に対し、達成率が 97.5％以上 100％未満である。 

Ｃ：指標項目の目標値に対し、達成率が 95％以上 97.5％未満である。 

Ｄ：指標項目の目標値に対し、達成率が 95％未満である。 

■イ 取組と成果 

（ア）取組 

 社会体育施設等の活用 

令和４年４月からオンライン予約システム「ひろしまやまぐち公共施設予約サービス」のオン

ライン決済システム（クレジットカード決済）とコンビニ収納の導入により利便性が向上しまし

た。 

 スポーツ・レクリエーション活動の機会の拡充 

開放事業、スポーツ教室、トレーニング指導を実施しました。 

実績…スポーツ教室（1回 54人）、トレーニング指導（41回 1,509 人）、 

スポーツ推進事業（16回延べ 285 人） 

 スポーツ団体の育成・指導者の養成 

府中町体育協会、スポーツ推進委員協議会の活動を支援し社会教育施設で主催事業を実施しま   

した。 

実績…スポーツ推進委員主催イベント（1回 145 名） 

 総合型地域スポーツクラブの活動支援 

府中町の地域総合型スポーツクラブである「呉娑々宇スポーツクラブ」と連携を進め、地域ス

ポーツの取組を強化しました。 

 

（イ）成果 

・社会体育施設等の活用 

指標項目 Ｒ３実績 Ｒ４実績 対前年増減 

くすのきプラザ 34,368 人 45,644 人 11,276 人 

揚倉山健康運動公園 65,922 人 88,044 人 22,122 人 

空城山公園（専用使用） 45,373 人 62,739 人 17,366 人 

学校施設 101,056 人 253,444 人 152,388 人 

合 計 246,719 人 449,871 人 203,152 人 
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■ウ 自己評価 

総合評価 Ａ 

理  由 

指標については達成できました。 

 

令和３年度は新型コロナウイルス感染症の影響で施設利用中止等がありました

が、令和４年度においては、施設利用の中止がなく、スポーツ活動が再開されたこ

とにより、練習や大会の利用が増加しました。特に揚倉山健康運動公園の人工芝化

を行った上段多目的広場とテニスコートは利用が多く、週末は終日利用が行われて

おり、目標値を上回ることができました。 

 

■エ 課題と今後の方向性 

 揚倉山健康運動公園の人工芝化を行った上段多目的広場とテニスコートは引き続き多くの利用

があると考えられます。一方で老朽化が進む施設について計画的に修繕を行い、スポーツ推進計

画に定めるスポーツに親しむ環境の整備を進め、スポーツ参画人口の拡大及び施設の利用促進を

図ります。 
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３ 安心・安全で質の高い教育環境の整備 

（１）安心・安全で質の高い教育環境の整備 

■ア 施策の目標 

児童生徒が充実した教育活動を行い、十分な教育効果を上げるため、安全で安心して学べる学校

環境の整備とともに、児童生徒の学習環境を整えることが重要です。多様な学習活動に対応した機

能的で質の高い教育環境の整備・充実に取組み、安心して学べる施設・設備の改善・充実を図りま

す。また、生涯にわたり学ぶ力を養うため、多様な世代の人々が積極的に学習活動に参加できるよ

う、社会教育施設等の充実を図ります。 

指標項目 目標値 

教育関係施設の耐震化施設数（以下「耐震施設

数」という。） 

９施設（くすのきプラザ・府中公民館及び町内小中

学校） 

【評価基準】 

Ａ：指標項目の目標値を達成している。 

Ｂ：指標項目の目標値は未達成であるが、工事進捗率が 75％以上である。 

Ｃ：指標項目の目標値は未達成であるが、工事進捗率が 50％以上 75％未満である。 

Ｄ：指標項目の目標値は未達成であり、工事進捗率も 50％未満である。 

■イ 取組と成果 

（ア）取組 

 維持保全計画（建築物）に基づき、府中南小学校校舎、府中南体育場の外壁改修を実施しました。 

 複合施設である府中公民館及び歴史民俗資料館が開館しました。 

 昨年度試行した府中中学校の水泳授業の民間委託を本格的に開始しました。 

 旧歴史民俗資料館の解体に係る設計を行い、令和５年度の解体工事に向け、準備を進めました。 

（イ）成果 

指標項目 Ｒ３実績 Ｒ４実績 目標値比較 対前年増減 

耐震施設数 ８施設 ９施設 100％ － 

■ウ 自己評価 

総合評価 Ａ 

理  由 耐震施設数の目標値９施設を達成しました。 

■エ 課題と今後の方向性 

 維持保全計画(建築物)に基づき、学校の校舎や体育館の大規模改修は、計画的に進めていきます。 

 プール施設や給食棟の大規模改修費用は計上されていないため、今後、経年以上に施設が劣化す

ることが懸念されます。 

 児童生徒の熱中症対策のための学校の特別教室等への空調設備整備や二酸化炭素排出量削減の

ための照明のＬＥＤ化などの課題があります。 
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第５ 令和４年度の総括 
令和４年度に本町教育委員会が行った施策を総括し、次年度に向けての方向性を以下のとおり示

します。 

 

■学校教育 【「志」の教育 信頼される学校教育の確立】 

○ 新型コロナウイルス感染症の対策を講じながら、３年ぶりのキャリア・スタート・ウィークや

オンラインでの児童生徒会議（リーダー研修会）などを実施することができました。また、学力

向上に係る協議会、情報教育担当者会、幼保小担当者会など、学力向上に係る取組も計画的に進

めることができました。今後は、各学校の系統的なキャリア教育をさらに充実させるとともに、

一人１台端末の環境を生かした授業改善をめざすための取組における３年間の成果と課題をまと

め、各学校の取組に活かすよう指導助言します。 

○ 府中小学校が、コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の学校を核とした読書活動の推進

の取組が認められ、文部科学大臣表彰を受賞しました。今後、コミュニティ・スクールがより活

性化できるよう研修会を継続して実施します。また、学校給食の公会計化、部活動指導員の配置

など、業務改善に向けた取組を一層進めます。 

○ 特別支援教育アドバイザーや青少年教育相談員などの多様な人材を配置し、教職員の特別支援

教育に係る資質向上や個に応じた支援に取り組みました。近年、特別支援学級在籍の児童生徒や

不登校の児童生徒が増加しているため、個に応じた学習支援や相談体制の一層の充実を図りま

す。 

 

■社会教育 【学び合い 生きがいを育む社会教育の充実】 

○ 公民館活動、図書館活動ともに、令和３年度は新型コロナウイルス感染症の影響を受け、各種 

事業を中止しましたが、令和４年度は新型コロナウイルス感染症の対策を講じながら事業を実施 

することができました。このことから、活動数は令和３年度と比較し、大幅に増加することがで 

きました。今後は、生涯各期に応じた学習講座に関してニーズを把握し、利用者が求める講座を 

実施します。 

〇 あきふちゅう文化協会の活動者数については、令和３年度と比較をすると若干増加となりまし 

たが、加入者の増加を進める取組が必要です。また、府中公民館・歴史民俗資料館利用者につい 

ては、引き続き来館者数の増加を目指すため、公民館では利用者が求める講座を実施し、歴史民 

俗資料館では、館内ギャラリーにおいて企画展や各種団体の展示等を開催します。国史跡指定を 

受けた下岡田官衙遺跡について、引き続き講座や講演会を実施し、歴史や文化財の普及・啓発を 

進めます。 

〇 スポーツの振興については、令和３年度は新型コロナウイルス感染症の影響で施設利用中止等 

がありましたが、令和４年度においては、施設利用の中止がなく、スポーツ活動が再開されたこ 

とにより、練習や大会の利用が増加しました。今後は、計画的に施設の修繕を行い、スポーツ推 

進計画に定めるスポーツに親しむ環境の整備を進め、スポーツ参画人口の拡大及び施設の利用促 

進を図ります。また、引き続き府中町の地域総合型スポーツクラブである「呉娑々宇スポーツク 

ラブ」との連携を進め、地域スポーツの取組を支援します。 

 

■教育環境整備 【安心・安全で質の高い教育環境の整備】 

○ 維持保全計画（建築物）に基づき、府中南小学校校舎、府中南体育場の外壁改修を実施しました。 

また、施設の老朽化対応として、府中中学校の水泳事業の民間委託を本格的に開始しました。旧

歴史民俗資料館の解体に係る設計を行い、令和５年度の解体工事に向け、準備を進めました。 
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第６ 評価委員の点検・評価 

 

令和４年度教育委員会事務点検・評価について、令和５年７月７日にヒアリングを実施しました。 

ヒアリングでは、諸施策のこれまでの経緯や展開を踏まえつつ、評価の根拠を吟味しながら、評価結果の

妥当性、分析・解釈の適切性などについて質疑を行いました。その際、評価のあり方について、次のことを

指摘しました。 

 総合評価の結果自体よりも、次への改善に向けて、しっかりと分析や今後の方向性が考えられているこ

とのほうが大事であること 

 「アウトプット（これだけ取り組みました）」と「アウトカム（その結果、このような成果が得られま

した）」の区別を意識して、それぞれをしっかりと記載すること 

 事業を単年度で捉えて「この取組みをやりました、できました」と評価するのではなく、これまでの歩

みや複数年度の積み重ねを踏まえて、事業の方向性を意識して評価すること 

 取組や成果、今後の方向性について、項目を羅列的に記述するのではなく，優先順位（価値づけ）を意

識すること 

ヒアリングを踏まえて修正が行われた「教育委員会事務点検・評価報告書（案）」が７月18日付けで評価

委員のもとに送付され、その修正箇所について確認しました。その結果、令和４年度教育委員会事務点検・

評価は適切であると判断します。 

 

令和４年度において最も評価すべきことは、学校教育においても社会教育においても、新型コロナウイル

ス感染症の対策を講じながら、様々な行事や事業を３年ぶりに実施することができたことです。また、４月

１日に府中公民館と歴史民俗資料館が複合施設としてリニューアルオープンしました。府中町の生涯学習

の拠点の一つとしてさらなる発展が期待されます。 

今後の課題として、次のことが挙げられます。 

 諸施策について、単年度ではなく複数年度を意識して積み上げていくために、事業の論理（何のため

に、どこをめざして、何を成果として、どうすればその成果が上がると考えているのか）を、吟味しつ

つ、より明確にしていくこと 

 コミュニティスクールや読書活動等を推進するためには学校教育と社会教育との連携、さらにはコミ

ュニティスクール同士の交流が重要となっているので、その連携や交流をより綿密に進めていくこと 

今回の評価・点検と改善を通して、府中町の教育がさらに豊かになるよう、一層の発展を期待しておりま

す。 

 

 

 

令和５年８月５日 

評価委員 

広島大学大学院人間社会科学研究科 

教授 曽余田 浩史 


